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• 本資料は「農業用ドローン普及計画（平成31年３月策定）」の各項目について、令和元年度時点での
取組状況等を整理したものです。

• なお、各取組状況等の整理に当たっては、今般の新型コロナウイルス感染症の情勢を踏まえ、当省において
新聞情報等を調査し、作成・整理したものであり、現場の負担とならないようにしました。



○ 生産者の高齢化や傾斜地での高い作業
負荷がかかることから、管理不足により、広
島県内のレモンの生産量が減少傾向。

利用分野：農薬散布①

〇 農業者個人による散布に加え、農協等による防除受託の取組が広がっている。水稲だけでなく野菜やいも類等
での散布も広がりつつあり、令和元年度から始まったスマート農業実証プロジェクトでも園芸作物・果樹等での
防除実証を実施中。

〇 ドローンに適した農薬登録の拡大に向けて、現場のニーズを収集し、農薬メーカーとのマッチングを実施するとと
もに地域における登録試験の実施を支援。

かんしょに農薬散布する様子

生産者の負担軽減のため、令和元年から若手職員６名をオペ
レーターとして育成・配置し、鹿児島県域で防除受託を開始。

JA鹿児島県経済連

水稲、かんしょ、ばれいしょ。今後、さとうきび等対象品目を拡大予
定。

対象品目

概要

中山間地における果樹の防除実証県域での防除受託

○ 作業負荷の高い傾斜地での高性能ドローンを活用した自動航
行技術を検証。

○ 作業時間の削減を図るため、ドローンのほか、リモコン式草刈り機
やアシストスーツといったスマート農業技術一貫体系を実証。

▶ レモンにおけるスマート農業機械等の一貫作業体系の実証
［スマート農業実証プロジェクト（R1～R2） ］

実証主体

実証内容

課題

対象品目

効果
〇 農薬散布計画の作成や薬剤の準備等、防除に関する一連
の作業をまとめて請負い、生産者の負担を軽減。

〇 作業時間の大幅短縮に加え、つる等が繁茂したほ場に踏み
入らずに済むため、作物を傷めずに防除が可能。

内容
生産者が炎天下の中、動力噴霧器で約２
時間/haかけていた防除作業をドローンで代
行し、約15～30分/haで作業完了。
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松岡農園、(株)ルーチャード、山彦農園
（広島県大崎上島町）

レモン

急傾斜地の実証ほ場



利用分野：農薬散布②

官民協議会WEBページでも登録のあった農薬情報を毎月掲載。

農業用ドローン普及計画において、ドローンでの散布に適した農薬
数を200剤拡大する目標を設定。普及計画策定以降、ドローン
に適した農薬が新たに49剤（令和２年３月まで）登録された。

作物名
登録
農薬数

(H31.2月末)
増加数

登録
農薬数
(R2.3月末)

目標登録
農薬数

野菜類 48剤 ＋2剤 50剤 121剤
果樹類 18剤 ＋0剤 18剤 69剤
いも類 24剤 ＋0剤 24剤 52剤
豆類 68剤 －2剤 66剤 81剤

特用作物 0剤 ＋0剤 0剤 5剤

稲・麦類 463剤 ＋45剤 508剤 481剤
その他 25剤 ＋4剤 29剤 37剤
総計 646剤 ＋49剤 695剤 846剤

【ドローンに適した農薬の登録状況】（令和元年度末時点）

【産地におけるドローンに適した農薬の登録までの流れ】

〇 農業用ドローン普及計画（平成
31年3月）では、ドローンによる農
薬散布面積を100万haに拡大する
目標を設定。

〇 平成30年度の散布面積は約3.1
万haと前年比約3倍に拡大。令和
元年度の散布面積は推計で約6.5
万ha※と引き続き拡大傾向。
※ 空中散布実績を把握している都道府県
のデータを基に、農林水産省において推計。

ドローンによる散布面積（ha）
（農林水産省調べ）

ドローンに適した農薬数の拡大ドローンによる農薬等の散布実績

散布用ドローンの販売動向

産地要望と農薬メーカー
をマッチング

試験計画の作成
試験の実施

試験成績をメーカーへ
農薬登録申請
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露地栽培ほうれん草の施肥実証

利用分野：肥料散布

水稲作におけるセンシングに基づく適時・適量自動追肥システム
の実証。

NDVIマップに基づいた追肥飛行ルート

センシングに基づくスポット肥料散布
東光鉄工（株）

検証

スポット散布

分析

分析したデータを基に５ｍメッシュのNDVIマップを作成し、
タンパク質含有率を見える化。マップ作成
最も効果的な追肥時期を予測。

ドローンで
センシング

含有率が低いメッシュ域のみにドローンでスポット肥料を散布。

再度センシングを行い、食味予測と収量予測。

（株）ジェイエイフーズみやざき（宮崎県西都市）

〇 ドローンを活用してリアルタイムでほうれん草の生育環境及び
生育状況を把握。追肥適期を判断し、ドローンで粒剤肥料、
液肥の散布を行う体系を実証。

▶ 加工業務向け露地野菜における機械化・分業化一貫体系
のほうれん草モデル ブラッシュアップと水平展開の実証

［スマート農業実証プロジェクト（R1～R2）］

実証主体

実証内容

課題

〇 加工用ほうれん草栽培では、圃場内
に踏み入り防除・追肥等を行うと葉傷
みや病気の蔓延を助長する傾向にある。

〇 管理通路の設置は栽培面積を減少
させてしまう。

対象品目 ほうれん草・キャベツ・にんじん

実証地のほうれん草ほ場

概要

〇 一部の農協や受託防除事業者により、ドローンによる肥料散布が行われている。スマート農業実証プロジェクト
においても、露地野菜や果樹への肥料散布実証をしているほか、民間企業がセンシングに基づくスポット肥料散
布の実用化に向けて実証試験中。
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水稲直播栽培技術体系の確立水稲及び緑肥作物の播種受託

利用分野：播種

緑肥作物の播種の様子

平成30年からドローンを導入し、農薬散布を開始。令和元年から
ドローンによる水稲の湛水直播、緑肥作物の播種の受託を開始。

〇 ほ場に踏み入ることなく適期に緑肥作物を播種でき、収穫前の
大豆を傷つけないため、大豆の収量低下を抑制。緑肥作物をす
き込むことで、化学肥料を使わないブランド米の省力生産を実現。

JAレーク大津（滋賀県）

〇 水稲の湛水直播を実施。加えて、水稲の
品質向上のため、大豆栽培中のほ場（次
年度水稲栽培予定）に緑肥作物をドロー
ンで播種。

〇 ドローンの肥料散布装置を、飛行高度や
散布装置の回転数、開口具合を独自に調
整し、播種に応用。

具体的研究

省力化や低コスト化に向け、ドローンによる高精度播種とピンポイント
防除技術の組み合わせ等による、新たな直播栽培技術を開発。

〇 RTK-GPSを用いた自動航行機体のフライトコントローラの開発
〇 ドローンに搭載する高精度播種機の開発
〇 ドローン播種における苗立ち率の向上等、ほ場づくりや播種後の水
管理手法の確立

▶ 国産米の競争力強化に向けた近未来型水稲直播栽培
技術の確立(H30～R2)

概要

効果

対象品目 水稲・緑肥作物（ヘアリーベッチ） 概要

内容

［革新的技術開発・緊急展開事業(うち経営体強化プロ)］

〇 規模拡大に向けた播種作業の省力化のため、一部の農協や受託防除事業者においてドローンによる水稲や
地力増進作物等の播種が行われている。また、散布用自動航行ドローンの開発や精度の高い播種技術を含む
新たな直播栽培体系の確立に向けた技術開発が行われている。
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利用分野：受粉

受粉適期は年に数日しかない上に、背丈
の高い果樹への受粉作業は重労働である
ため、散布用ドローンで上空から花粉溶液
を散布する省力受粉技術を開発。

〇 これまでの研究結果を踏ま
え、受粉用にダウンウォッシュ
の強さ等が調整されたドロー
ンの実用化に向けて検討中。

〇 さらなる精度向上に向け、
重なり枝が生じにくい剪定な
ど、ドローンの使用を念頭に
置いた栽培管理も合わせ検
証。

花粉溶液散布の様子

〇 結実率を向上させるため、溶液の花粉
割合の調整や、ドローンのダウンウォッシュ
を強化。

〇 ハンドスプレーで行う受粉作業に比べ、
作業時間を約９割削減できることを確認。

〇 令和元年には、少ない花粉で結実率を
向上させるため、花粉管の伸張を促進す
るホウ素を花粉溶液に混ぜる等の改良を
行った。結果、十分な結実率が達成され、
主要課題が概ね解決。
※青森県が目指す中心果の結実率は50%

今後の展開
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りんごの花粉溶液散布による受粉技術の確立
東光鉄工(株)・青森県名久井農業高等学校

概要

内容

〇 平成29年から、民間企業と農業高校が共同でドローンによるりんごの受粉作業を実証中。十分な結実率が
確認され、主要課題が概ね解決されたことから、実用化に向けた検討が進められている。なし等の自家不和合性
が強い品種についても実証中。
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傾斜地における茶葉の運搬実証 ドローンによる物流サービスの提供

利用分野：農作物等運搬

ドローンでつり下げ運搬

〇 一部の傾斜茶園地では、可搬式の摘採機
で収穫した茶葉を摘採袋に入れ、収穫作業
後に摘採袋をトラックまで運ぶという収穫方法
がとられている。

〇 重量のある適採袋を離れた場所にあるト
ラックまで運ぶのは重労働であるため、摘採袋
を畝の上からトラックまでドローンで運ぶ手法を
実証。

サイトテック（株）

今後の展開

概要

〇 適採袋積載時の飛行時間は約20分であり、バッテリー性能の向上に
取り組む。

内容
〇 ドローンから吊り下げたフックに、摘採袋摘採袋
をかけ、トラック上空まで飛行させて、袋を下ろす
手法。

〇 つり下げにより運搬を行うため、茶園内部にド
ローンの離発着場所を必要としない。

有人地帯での目視外飛行による物流サービスの提供に
向け、民間事業者が無人地帯での目視外飛行の実証
を積み重ねている。

可搬式摘採機による摘採

〇 BBQ用品等の配送
サービスを３ヶ月間提供。
ドローンが完全自律飛
行により、5kgの荷物を

楽天(株) ・(同)西友

ANAHD
〇 島から対岸の店舗、

BBQ場まで２ルート同
時に約300gの海産物
を輸送。一方は目視外
補助者なしの飛行初と
なる10kmを越える距離
を飛行し、約10分で配
送。

積載し、約1.5kmの海上を約５分間で配送。

〇 民間事業者による収穫物の運搬実証が行われている。物流分野において民間事業者がサービスを開発・実証
中であり、物流分野で培われた技術や運用方法が農業分野にも応用されることが期待されている。
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利用分野：ほ場センシング

RGBカメラやマルチスペクトルカメラ等を搭載したドローンでほ場上空を飛行し、撮影した
画像データを解析するほ場センシングサービスを複数企業が提供。

作物の生育状況・土壌肥沃度を可視化
マルチスペクトルカメラによりNDVIを計測し、作物の生育マップや土壌の窒素分布マップ
を作成。マップを基に可変施肥を実施し、生育ムラや窒素ムラを軽減する。

病害虫・雑草検知
ドローンで撮影した画像データをAI等を用いて解析し、病害虫や雑草の発生箇所を検
知。農薬散布ドローンとの連携により、病害虫・雑草が検出された箇所のみに農薬散布
を実施することで、農薬使用量を削減。

各種ほ場センシングサービス

規模拡大に伴う管理ほ場の増加をきっかけに、
各ほ場の生育特性を効率的に把握するため、
ドローンによるセンシングサービスを導入。

センシングにより米の品質向上
株式会社つじ農園（三重県）

生育が
均一化

マルチスペクトル生育診断結果（赤色が生育不良箇所）

〇 ほ場の生育ムラが、秋冬の土づくりに起因
することが明確化。ムラの原因となった工程
を改善することで生育が均一化。

〇 収量や食味値の向上、明瞭な栽培管理
を実現。

病害虫個体検出を「緑」、検出対
象部位を「赤」に自動で色分け

(株)オプティム

生育状況マップを作成
ファームアイ(株)

雑草マップを作成
（赤色箇所が雑草発生地区）
(株)スカイマティクス

概要

効果

〇 作物の生育状況、土壌の肥沃度、病害虫・雑草等の発生状況等をドローンで撮影した画像から分析する様々
なセンシングサービスが複数企業から実用化されている。
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利用分野：鳥獣被害対策

シカやイノシシ等に対し適切な被害防止策を講ずるため、活動が活発になる
夜間に赤外線カメラを搭載したドローンを飛行させ、正確な個体数を把握。
人的な作業では困難な危険箇所や夜間の調査が可能。

〇 ドローンによる罠の自動見回り
技術の確立。

〇 鳥獣を罠へ誘引するためのドロ
ーンによるエサの自動投下技術
の確立。

野生鳥獣生息域調査 エサやり・見回り技術の開発
▶ 見回り・エサやりの自動化による効率的な罠管理
システムの開発（H30～R2）

具体的研究

ドローンを活用して、中山間地域
や島嶼地域のような条件不利地
において負担となっている罠管理
を効率化するシステムを構築。

(株)スカイシーカー

解析

障害物の確認やテスト飛行を行い、アプリで飛行ルートを設定。

自律飛行によって赤外線カメラで動画や写真を撮影。夜間に撮影
AIで画像解析を行い、シカの個体数や地図情報等を記載した
レポートを出力。
連携する研究機関等がレポート結果を分析し、被害防止策の
立案や高精度な分布図を提供。

日中に飛行
ルートを設定

シカの個体数をカウント

取組例
神奈川県の委託を受け、ドローンで夜間撮影を行い、
獣道を識別。併せて集落環境もドローンで撮影し、
柵の設置シミュレーションを実施。

［ ］生産性革命に向けた革新的技術開
発事業

概要

概要

〇 ドローンで野生鳥獣の生息域調査を行うサービスが実用化され、鳥獣被害対策に取り組む先進的な地域で
導入されている。調査に加え、解析結果に基づく被害防止策の立案を含む、より実用的なサービスも展開されて
いる。見回りやエサの投下といった罠の管理技術の開発も進行中。
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ドローン活用に関する情報収集・発信

農業用ドローンの普及拡大に向けた官民協議会

イベント・説明会の開催

▶ 農業用ドローンの普及拡大に向け、農林水産省主催のイベント・説明会において、
農業者やドローン関係事業者等を対象に、ドローン活用動向や取組事例の紹介、
安全や規制等に係る情報を積極的に発信。

• 先進的な事業体による取組事例
• 安全に係る情報として事故情報
• 関係省庁の制度情報等、ドローンの飛行を

行う際に必要な情報等

法人・団体会員数 １７６
個人会員数 ８７
（令和２年5月時点）

＜令和元年度実績：32回＞
• 農林水産省主催マッチングイベント 10回
• 無人航空機による農薬の空中散布に係る

情報交換会８回
• その他農林水産省主催イベント３回
• 地方公共団体主催イベント６回
• 関係団体主催イベント７回

▶ 官民協議会をWEB上に常設し、農業者・農協・ドローンメーカー・サービス事業者・
関係団体等、広く会員を募り、農業分野におけるドローン利用に係る情報や意見を
収集・発信。会員にはプッシュ型で情報発信を実施。

製品とサービスを紹介した「農業用ドローンカタログ」ドローンで農薬散布を行う際の
農業者向けリーフレット

マッチングイベントの様子

9



１.北海道大空町

２.宮城県仙台市

７.三重県津市
３.長野県安曇野市
４.岐阜県下呂市

８.鳥取県八頭町
９.岡山県吉備中央町
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１．ドローン散布機の導入による水稲管理作業の省力化

経営体の概要

・所在地：北海道網走郡大空町女満別
・経営体名：ＪＴ農場
・栽培作物・作付面積：水稲 10.9ha
・従業員数：１名（経営者含む、平成３０年８月現在）

導入経緯

取組の特徴・効果

⃝ 良食味米（うるち）生産を目的に、ミネラル資材の葉
面散布を動力噴霧機で行っていたが、作業の省力化や
時間短縮のため、平成29年にドローン散布機を導入す
ることとした。

⃝ ドローン散布機を導入して、水稲の生育期間中におけ
る葉面散布に活用。

⃝ これにより、作業の省力化、時間短縮が可能。
動力噴霧 約１．５時間／㏊
ドローン 約０．５時間／㏊

⃝ 食味の定量的判定は難しいが、ねばり、食感などが向
上したと思われる。

⃝ 病害虫や雑草の防除作業にもドローンを利用しており、
葉面散布と同様に作業の省力化、時間短縮になって
いる。

導入技術
・葉面散布用ドローン
（株式会社マゼックス製、飛助Ⅱ）

●ドローン散布機 ●葉面散布実施の様子

水田作



水田作

R1.6.11 宮城県農業振興課

２．ほ場管理システム等の導入による水稲栽培経営の効率化

・所在地：宮城県仙台市
・経営体名：農事組合法人井土生産組合
・作付面積：水稲85ha（うち直播30ha）、畑15ha（うち露地ネギ
13ha）
・従業員数：15名、臨時雇用10名（平成31年4月現在）

経営体の概要

○ほ場管理システム
食・農クラウドAkisai（富士通(株)）
○水田の水管理支援システム（(株)ベジタリア）
ほ場の水深や水温等の水環境をスマホ等で確認
○ドローンリモートセンシングに基づく可変施肥技術（（株）ケーエス）
水稲幼穂形成期のＮＤＶＩを分析し，生育に応じて可変追肥

○東日本大震災以降，農地の集積による経営面積の拡大に伴い、
作業の効率化が課題となっていた。
○このため、作業の省力化，コスト削減，生産安定化を目的にICT
を活用したほ場管理システムを導入するとともに，水田センサやド
ローンリモートセンシングに基づく可変施肥技術を実証した。

○ほ場管理システム
・ほ場管理システムを活用しつつ、乾田直播などの省力・低コスト稲
作を実践することで、稲作の労力軽減と適切な労力配分をはかる
ことができ、余剰労力を段階的に露地ネギ等の他作物の栽培に
配分できた。
・ほ場管理システムのGAP取得支援機能を活用し、「仙台井土ね
ぎ」としてブランド化を進めている露地ネギでGLOBALG.A.P.を取得
(H29)。

○水田の水管理支援システム
・水位確認のためのほ場見回り回数が減少
・気温・水温データを基に水稲減数分裂期の低温対策（深水管
理）や登熟期の高温対策（かけ流し，間断かんがい等）の実
施可否の判断に活用

○ドローンリモートセンシングに基づく可変施肥技術
・センシングにより，作成されたNDVIマップにより，直播水稲におけ
るほ場別及びほ場内での生育ムラを見える化。
・センシングデータに基づく可変施肥を実施。今後、従来の追肥法と
比較した収量安定効果や収益性を評価する予定。

取組みの特徴・効果
導入技術

導入経緯

ほ場管理システム

水田センサとモニター画面 NDVIマップに基づく可変施肥

ドローンリモトーセンシング
で作成したNDVIマップ



３．農薬散布用ドローンの導入による水田防除の省力化の実現

経営体の概要

・所在地：長野県安曇野市堀金烏川
・経営体名：有限会社 Ｓ農園
・栽培作物・作付面積：水稲25ha・小麦11ha・大豆8ha
そば12ha・その他（ビール麦・野菜・ホップ）
・従業員数：8名（内臨時２名）（令和元年８月現在）

導入経緯

取組の特徴・効果

⃝ 基盤整備事業完成を機に経営規模が拡大。炎天下の
重労働である防除作業の省力化が急務となった。

⃝ 園芸品目との複合化を進める上でも省力化は重要。
⃝ そこで水田などの防除作業の省力化を目的に、平成３
０年に農薬散布用ドローンを導入した。

⃝ 中山間地域の小区画水田における防除作業にも活用。
また、複数のバッテリーを準備し、連続作業を可能とし、
令和元年度は水稲40ha、大豆8haの防除作業を実
施。

⃝ 従来ラジヘリで実施していた防除作業と比較し、作業時
間は若干多くなったが、防除作業の精密化と音が静か
なため宅地近くでの作業がしやすくなった。

⃝ リモートセンシングの進歩による生育診断（生育量、葉
色）、肥培管理の効率化にも期待している。

導入技術
ＭＧ－１Ｋ（（株）クボタ製）
・１回のフライトで約１ｈａ分の農薬散布が可能。
・散布装置を付け替えることで液剤と粒剤両方の散布が
可能（タンク容量は10ℓ・10kg）。
・高精度なミリ波レーダーで正確な高度維持が可能。
・折りたたみが簡単で、軽トラックで運搬が可能。

水田作

【ＭＧ－１Ｋ】

本
体 散布作業軽トラックで運搬



４．ドローンの導入による防除作業省力化の実現

経営体の概要
・所在地：岐阜県下呂市
・経営体名：合資会社 源丸屋ファーム
・栽培作物・作付面積：主食用水稲・14ha

作業受託・80ha
・従業員数：7名（常雇2名、パート5名）

（令和元年8月現在）

導入経緯

取組の特徴・効果

⃝ 従来実施していた動力噴霧散布機による防除は、①労
力を要する（ホースを引きながら移動、薬剤散布のため
重労働）、②中山間地域ではほ場枚数が多く防除作
業が困難、③１日当たりの防除可能面積に限りがあり、
適期防除が行えない等の課題があった。

⃝ そこで、防除作業の省力化を目的に、平成30年度に、
農薬散布用ドローンを１台導入した。
（県単：元気な農業産地構造改革支援事業活用）導入技術

農薬散布用ドローン（DJI製、AGRAS MG-1S）

水田作

農薬散布を行うドローン

ドローンによる
防除作業の様子

⃝ オペレーターを1名、ナビゲーター3名体制で防除作業を実
施。来年度はオペレーターを1～2名養成予定。

⃝ 農薬散布用ドローンの活用により、１日当たりの防除面
積が増加し、適期防除が可能となった。

【１日当たりの防除面積の拡大】
導入前：140a/日 → 導入後：500a/日）

⃝ また、防除作業に要ずる時間も軽減され、従業員の省力
化効果を確認。

【防除作業に要する日数】
導入前：20日 → 導入後：６日



経営体の概要
・所在地：福井県大野市
・経営体名：合同会社上田農園
・栽培作物・作付面積：水稲、大麦、大豆、サトイモ等・84ha
・従業員数：7名

導入経緯

取組の特徴・効果

○ 規模拡大に伴い、管理する圃場が増えたため、圃場
管理が煩雑になるとともに、管理者が従業員の作業状
況を把握することが難しくなっていた。
○ 圃場一筆ごとに生産管理を行うことにより、収量品質
を向上させる必要があった。
○ 作業の効率化による人件費の削減が必要であった。

○ 2017年、圃場生産管理ソフトウェアを導入して、作業
すべき圃場をパソコン・スマートフォン上で見える化し、
確認を円滑化（写真参照）。

○ 一筆ごとに品種や肥料の施用量、作業の進捗を入力
し、圃場ごとの生産管理をすることにより、収量、品質
の向上、作業の効率化を実現。

○ 2017年、GNSSにより自動操舵を行う「直進田植機」
を導入。苗や肥料の補給作業にかかる人件費を削減
するとともに、密苗にも取り組み、軽労化も実現。

○ 2019年、農薬散布用ドローンを導入し、防除作業の
コスト低減に努めている。

導入技術
・ほ場生産管理システム
（アグリノート、ウォーターセル(株)  製）
・自動操舵機能付き田植機
（ヤンマー(株)  製）
・ドローン（スカイマティックス(株) 製）

農業管理ソフトウェアの表示画面

５．ほ場管理システム､自動操舵田植機､ドローン導入による作業効率化水田作



経営体の概要

・所在地：福井県丹生郡越前町乙坂
・経営体名（農）みずほ
・栽培作物・作付面積：水稲・20ha 大麦9ha  大豆5ha
・従業員数：４名（令和元年7月現在）

導入経緯

取組の特徴・効果

⃝ (農)みずほではJAに委託していた水稲の航空防除の費
用負担が大きいことが課題であった。

⃝ そこで農薬散布を自前で行うため平成２８年に農薬
散布用ドローンを導入した。

⃝ ドローン導入には講習も含めて180万円の費用がかかっ
たが、4年程度で導入費用を回収できる見込みである。

⃝ また水稲以外にも麦、大豆の防除でも活用している。

⃝ 自前で防除出来るため、適期防除が可能となった。その
結果、毎年の病害虫発生が少なくなり、収量の向上と
農薬費の削減を実現。
（導入前収量450ｋｇ/10ａ → 導入後480ｋｇ

/10ａ）
（散布農薬費約2割減＜粉剤→液剤＞）

⃝ 防除作業時間の短縮を実現。
導入前0.5h/10a → 導入後0.2h/10a

導入技術
・農薬散布用ドローン 2機
（JABO N6005（株）メディックス製））

６．農薬散布用ドローンの導入による適期防除と作業時間の短縮

農薬散布用ドローン 飛行中の様子

水田作
畑作



７．ドローンを活用したマルチスペクトル生育診断による米の品質向上

経営体の概要

・所在地：三重県津市大里睦合町
・経営体名：つじ農園
・栽培作物・作付面積：水稲 6ha
・従業員数：１名（平成30年7月現在）

導入経緯

取組の特徴・効果

導入技術
・ドローン： 3DR社 solo
・マルチスペクトルカメラ： Parrot社 sequoia
・データ解析サービス： micasense社 atlas
・データ解析サービス： ドローン・ジャパン社DJアグリサービス
・データのGIS化、生育データ解析、土壌分析： 三重大学生物資
源学研究科

○水田を集約化して稲作を行うあたり、土地ごとの生育特性や作
物の生育診断はベテラン農家の経験と勘に頼るものが多く、米の品
質向上のためには情報を活用できる形に置き換えることが課題で
あった。

○そこで平成29年より、ドローンとマルチスペクトルカメラによる生育
診断の研究を開始した。また高付加価値化のための有機農法推
進のため、いくつかの作業の機械化を進めている。

生育が
均一化

○ ドローンとマルチスペクトルカメラによる生育診断技術を導
入することにより、平成29年には生育ムラが圃場内にあるこ
と、そのムラは秋冬の土づくりに起因することを突き止めた。
○ 平成30年は前年度に明らかになったムラの原因となった工
程を改善して生育の均一化ができている。
○ 今後は、栽培中の生育の変化を観察することで次年度以
降の収量や食味値の向上、栽培の均一化を図るツールにし
ていく予定。

○次の段階として、以下の取組を実施予定。
・上記技術で品質を確保したお米にストーリーをつけて高付加価値
商品にして販売する。
・上記技術で得た情報から地域内の栽培品目、栽培方法の最適
化を行い、戦略的な水田農業の構築に活用する。
・水田内除草と水門管理に自動化設備を導入し、省力化を行う。

平成29年7月 平成30年7月
マルチスペクトル生育診断結果（赤色が生育不良箇所）

水田作



８．営農管理システム、ドローンの導入による作業の効率化、技術の高位平準化

経営体の概要
・所在地：鳥取県八頭郡八頭町下坂４４２
・経営体名：有限会社田中農場
・栽培作物・作付面積：水稲・９７．６ｈａ、豆類・３．
８ｈａ、 白ねぎ他野菜類・３．３ｈａ、飼料作物・７．
１ｈａ、 その他・５．３ｈａ。 計１１７．１ｈａ。
・役員数：４名、従業員数：２０名（令和元年現在）

導 入 経 緯

取組の特徴・効果

・ほ場が５５０筆程あり、作業の効率化やほ場間違いを防
ぐために、平成２９年度にフェイスファームを導入。
・平成２９年度より、外部委託によるドローン活用を開始。

［フェイスファーム］
○ ５５０筆のほ場情報をフェースファームで一元管理。
○ 現場から端末を使って、ほ場を地図（グーグルマッ
プ）で確認できるため、除草剤施用等のほ場間違いを
防止できる。
○ 社員へもほ場ごとの作業記録を入れるよう指導。
○ これにより、社長が作業者の作業時間を見て進捗管
理も可能になる。

［従業員への技術伝承・育成］
○ 技術伝承は、耕耘・代かき・収穫作業のポイントにつ
いて社員指導しており、早い者で技術習得に３年かか
る。
○ フェイスファームを用いた従業員の作業時間管理に
よる作業時間の短縮が、従業員の技術習得につながる
と考えている。

［外部委託：ドローン］
○ 病害虫防除（籾枯細菌病対策）で１０ha実施。
○ センシングによりイネの葉色から土壌肥沃度を推定
し、ほ場の地力ムラをマップ化。
○ 計測、解析、資料提供及びフェイスファームへのアッ
プロードを外部委託。解析結果を翌年の土づくりや元肥
に活用する予定。

導 入 技 術
・フェイスファーム（営農管理システム、ソリマチ（株）製）
・作業時間と燃料の記録ができるスマートアシストコンバ
イン２台（他に通常機２台）、トラクタ１台（他に通常
機１１台）（共にヤンマー製）
・外部委託：ドローン（農薬散布、リモートセンシング）

フェースファームの写
真 ドローンの写真

ほ場管理画面 ドローンによる農薬散布の様子

水田作



９．中山間地でのドローン導入による水稲の省力的・効果的防除

経営体の概要

・所在地：岡山県加賀郡吉備中央町
・経営体名：有限会社ダイナミック
・栽培作物・作付面積：水稲・12ha、黒大豆・15ha他
・農業従事者数：５人（令和元年８月現在）

導入経緯

取組の特徴・効果

⃝ 中山間地の狭小な水田において、動力噴霧器による
病害虫防除を行ってきたが、作業時間もかかることから、
規模拡大の妨げとなっていた。

⃝ そこで、農薬散布の労力軽減を図るため、平成30年に
ドローンを１台導入した。

⃝ 中山間地域での慣行の動力噴霧器による病害虫防除
に比べ、作業時間が大幅に減少した。
＜分散した不整形な狭小農地110aの農薬散布作業

時間＞
★ドローンの場合：90分

（うち、農薬散布の飛行時間50分）
★動力噴霧器の場合 ：220～330分

⃝ 障害物等で無人ヘリ防除ができない水田でも、ドローン
では防除が可能であった。

⃝ ドローン防除によるカメムシの防除効果や労力軽減が確
認できたため、大型米麦農家等へドローン防除技術の
導入による規模拡大を推進する。

⃝ 条件の悪い水田でも省力的に適期防除することが可能
となるため、地域全体の水稲の品質向上が期待される。

導入技術
・ドローン（株）クボタ製農業用マルチローターMG-1K

水田作

（出穂7日前に畦畔の草刈）
※平成30年作での調査

（出穂14日前までに畦畔の草
刈）

カメムシの捕獲数調査（頭／20
網）

ドローンによる薬剤の散布
前（防除前日）と散布後
（防除７日後）で、カメ
ムシの発生数が減少し、防
除効果が確認できた。

カメムシ防除効果

ドローンでの農薬散布作業



10．農薬散布用ドローンの導入による集落単位での水稲共同防除の実践

経営体の概要

・所在地：島根県奥出雲町阿井地区
・取組主体：阿井地区集落営農組織等連携検討委員会
（ドローン防除チーム）
・栽培作物・作付面積：水稲149ha（水田170ha）

導入経緯

取組の特徴・効果

⃝ 阿井地区集落営農組織等連携検討委員会はＨ26
年、4農事組合法人、3集落営農組織、1集落協定で
設立。

⃝ H29年、アンケート調査により防除作業の軽減の要望
が大きいことが判明し、その実現に向けた集落ビジョンを
作成した。

⃝ Ｈ30年、県単事業（集落営農体制強化スピードアッ
プ事業1/3補助）、中山間地域等直接支払制度の
集落連携・機能維持加算の活用によりドローンを2機導
入、防除チームを結成した。

導入技術

↑水稲防除薬剤散布作業

⃝ 各構成組織からの人選により、農家子弟を含む１１
名の若手（20～60代）を確保し、オペレーターとして
育成した。

⃝ 平成30年7～8月に延べ120haの防除を実施した。
従来は各農家が実施していた動力散布機による防除
作業をドローン防除チームが担うことにより、農家の負担
が軽減した。2台のチーム編成により、出穂期及び穂揃
期の適期防除が可能となった。

⃝ １１名のオペレーターは集落営農に興味を持ち、次代
の後継者につながる人材確保につながった。

日本海

↑防除前の試運転

農薬散布用ドローン
（DJI社製、AGRAS MG-1）

↑農薬をタンクに注入作業

水田作



11．集落営農法人連合体によるドローン防除事業の展開

経営体の概要

・所在地：山口県長門市
・経営体名：㈱長門西
・役員数：６名
・社員数：１名

導入経緯

取組の特徴・効果

⃝ 山口県長門地域では、集落営農法人の構成員の高齢化
が進む中、農地や集落の維持、新規就業者の確保等を
可能にする永続的な農業モデルの構築に向けて、普及組
織も調整役としての役割を果たしつつ、ＪＡ出資型法人の
集落営農法人連合体である「㈱長門西」が設立された。

⃝ ㈱長門西は事業の核として航空防除事業を展開するにあ
たり、ドローン２台を導入した。

⃝ 集落営農法人連合体（ＪＡ出資型法人）では、１名の
専任従事者（農業大学校卒、25才）を社員として雇用。
ドローンでの防除作業や水稲の共同育苗、農作業の受託
事業を実施。
＜㈱長門西の取組実績（平成30年度）＞
・航空防除（ﾄﾞﾛｰﾝ）350ha（延べ）
・農作業受託 40ha（延べ）
・水稲共同育苗 4,425箱

⃝ 平成30年度は延べ 350haの農薬散布を実施。これにより、
狭小ほ場を含めた、中山間地水田ほ場の効率防除が可能
となった。

⃝ また、地域の若手農業者をドローン防除のオペレータとして養
成するため、ドローン防除に係るオペレータ教習事業を併せ
て展開。

⃝ 今後、ドローンを獣害対策に応用可能かを確認するため、
実証実験に取り組む予定である。

導入技術

農薬散布用ドローン(DJI社製、MG-1)

水田作

ドローン教習所風景

ドローンでの薬剤
散布の様子



経営体の概要

導入技術

導入経緯

取組の特徴・効果

○ 所在地：佐賀県佐賀市久保田町
○ 経営体名：久保田地区無人ヘリ利用組合

（Ｈ12年組織）ドローン防除対象
○ 農地面積：水稲44ha、大豆24ha
○ オペレーター：11名

○ 農薬散布用ドローン（DJI社製 MG-1SA）
（平成30年度から活用）

⃝ 小回りが利き、住宅に近いほ場などでも散布が容易と
なった。

⃝ 軽量で積みおろしも手間がかからず、無人ヘリより１人
少ない人数（３名）で作業が可能。家屋への衝突等
の事故の影響も小さくなることから、作業員の精神的負
担が軽くなった。

⃝ 機体の高度をオペレーター目線まで下げることができ、散
布状況を確認できる。

⃝ 騒音、ドリフト、洗濯物への影響などがヘリと比べて小さく、
住民から苦情が減ってきた。

⃝ 組合員も高齢化しており、若手オペレーターの育成・確
保が課題。

⃝ 水稲の場合、1日10haの防除が限度で、面積を拡大し
ようとすると、その分、台数と人員が必要となり、拡大は
難しい。

12．農薬散布用ドローンの導入による作業の効率化

⃝ 近年、久保田地区は市街化が進み、住宅に近いほ場
や交通量の多い道路に面する圃場など無人ヘリでは防
除が困難な場所が増えてきたことから、JAのモニター販売
により農薬散布用ドローンを導入し、無人ヘリ防除との
連携により効率的に防除作業を実施。

無人ヘリ利用組合員

ドローンによる飛行の様子

水田作
畑作

オペレーターによる防除作業



13．ドローン導入による中山間地での水稲防除体制の強化

経営体の概要
・所在地：長崎県西海市
・防除受託組織：
ＪＡ長崎せいひ北部ドローン防除組合（ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ４名）
長崎西彼農協琴海青壮年部（ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ７名）
・防除受託面積：水稲１１５ｈａ・ばれいしょ７ha
（H30）

導入経緯

取組の特徴・効果

⃝ 無人ヘリ防除が実施されてきたが、県外の受託組織で
あること、中山間地主体であることから適期防除や臨
機防除がしにくい場合があり、より効率的、機動的に
防除できる体制整備が課題であった。

⃝ そこで、Ｈ２９年９月、当該地域に防除組織２組
織が組織されドローンが１台ずつ導入された。

⃝ 無人ヘリ防除との連携により地域として防除作業が効率
的に実施できるようになってきた。

⃝ 当該地域の無人航空機防除面積（水稲延べ面積）
Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

無人ヘリ ５３０ha ４３０ha ４５０ha
ドローン １３ha １１５ha １１９ha

（※H29,30実績、R1計画）

⃝ 単位面積当たりの防除作業時間は、無人ヘリが短いが、
ドローンは小型軽量で取り回しがよく中山間地など不正
形・狭小圃場の多い地域ではドローンの優位性が高い。

⃝ ドローンは水稲のみならず、ばれいしょの防除（面積7ｈ
ａ）にも活用しており、追加で１台導入したいと考えてい
る。

導入技術
・ドローンによる薬剤散布
・主要性能：タンク容量５ℓ、飛行時間１０分、飛行
間隔（薬剤散布幅）３～４ｍ

ドローンによる薬液散布作業

水田作



参考資料（機体カタログ）
利用分野

農薬散布 肥料散布 播種 受粉 農産物等
運搬

ほ場
センシング

鳥獣被害
対策 その他

企業名

ciRobotics ● ●
ＤＪI ● ●

Drone Work System ● ● ●
EAMS ROBOTICS ● ●

FLIGHTS ● ●
石川エナジーリサーチ ● ほ場の測量

クボタ ● ●
MAC-FACTORY ●
丸山製作所 ●

MAZEX ● ●
Nileworks ● ●

OPTiM ● ●
PRODRONE ● ● ● ほ場の測量

食害虫検知

SAiTOTEC ● ●
ＴＥＡＤ ●
東光鉄工 ● ●

東京ドローンプラス ●
XAIRCRAFT JAPAN ● ● ●

ヤマハ発動機 ● ●



農薬散布

 ３つの散布サポート機能を搭載
 農薬散布に適したプロペラを採用
 出荷前検査の取り組みによる安全性の確保

ciDrone AG （ciRobotics）

価格 要問合せ

発売時期 2018.4

積載量 10L

飛行時間 10～15分

散布可能面積 １ha

サイズ（長さ×幅×高さ） 1300×1300×570mm

重量 10.9kg（バッテリーなし）

最大離陸重量 24.9kg
HP https://www.cidrone.jp/

問合せ https://www.cidrone.jp/co
ntact/

肥料散布

価格 要問合せ

発売時期 2019年春

積載量 10L

飛行時間 10～15分

散布可能面積 1ha

サイズ（長さ×幅×高さ） 1460×1460×616mm

重量 9.8kg（バッテリーなし）

最大離陸重量 23.9kg

HP https://www.dji.com/jp/pr
oducts/enterprise

問合せ agras.jp@dji.com

● MG-1シリーズの特長を備えた、アップグレード仕様
● Phantomシリーズと連動し自動航行
● FPVカメラを新規搭載し、更に安全な飛行を実現

AGRAS MG-1P RTK（DJI）

農薬散布

肥料散布



HP     https://www.dji.com/jp/products/enterprise
問合せ agras.jp@dji.com

● 機体をコンパクトに折りたたむことが可能
● 障害物回避レーダーを標準装備
● 粒剤散布装置も取り付け可能（オプション）
価格 要問合せ

発売時期 2018年6月

積載量 10L

飛行時間 10～15分

散布可能面積 1ha

サイズ（長さ×幅×高さ） 1460×1460×578mm

重量 9.8kg（バッテリーなし）

最大離陸重量 24.9kg

HP https://www.dji.com/jp/pr
oducts/enterprise

問合せ agras.jp@dji.com

AGRAS MG-1SAdvanced(DJI)

農薬散布

肥料散布

農薬散布

価格 要問合せ
発売時期 2019年４月
積載量 5L
飛行時間 12分（散布時）
散布可能面積 4Lで50a
サイズ（長さ×幅×高さ） 1000×1140×590mm
最大離陸重量 15.9Kg
HP https://eams-

robo.co.jp/index.shtml
問合せ info@eams-robo.co.jp

● タンクの付け替えにより粒剤・液剤に対応
● レーザーレンジファインダーにより一定高度での飛行が安定
● タブレットで追肥含む自動散布可能（オプション）

エアロスプレーヤーAS5(EAMSROBOTICS)

肥料散布



FLIGHTS-AG (FLIGHTS)

農薬散布

価格 82万円（税別）
発売時期 2019年9月（新モデル）
タンク容量 10.0L
飛行時間 10〜15分
散布可能面積 1ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 1530×1530×595mm
重量 14.8kg（バッテリー込み）
最大離陸重量 24.8kg
HP https://flights-ag.com/
問合せ https://flights-

ag.com/contact/

● 必要機能に特化し、高性能・低価格の農薬散布ドローン
● 初心者にも安定した飛行が可能な機能を搭載
● 更なる均一散布を実現、従来より発熱を抑えるモーターに

肥料散布

Agri-Flyer(石川エナジーリサーチ)

農薬散布

価格 要問合せ
発売時期 2019年
タンク容量 8.5L
飛行時間 10~14分
散布可能面積 ~1ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 2050×2050×500mm
重量 16.9kg（バッテリー込み）
最大離陸重量 25.0kg
HP http://ier.co.jp/
問合せ 0277-46-8155

● 超軽量マグネシウムを採用した強固なボディ構造、高耐久性
● 国産モーター、ESC、FEM・CFD解析活用
● 折り畳み式、可搬性、農薬詰め替え容易、IP43クリア



ハイブリッドドローン(石川エナジーリサーチ)

● 世界初のシリーズハイブリッド長時間飛行ドローン
● ノーペイロードで180分飛行を実現
● 特許技術である無振動エンジンを採用
価格 要問合せ

発売時期 未定

タンク容量 14L

飛行時間 60分～

散布可能面積 1.5ha

サイズ（長さ×幅×高さ） 2950×2650×700mm

重量 47.0kg

最大離陸重量 60.0kg

HP http://ier.co.jp/

問合せ 0277-46-8155

農薬散布

圃場の測量

農薬散布

価格 要問合せ
発売時期 2019年3月
積載量 10L
飛行時間 約10分(23.8kg時)
散布可能面積 1ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 1460×1460×578mm
重量 9.8kg（バッテリーなし）

23.8kg（10L搭載時）
HP https://www.kubota.c

o.jp/
問合せ https://www.kubota.co.jp

/toiawase/index.html

MG-1SAK(クボタ)

● 農薬散布作業時の安全と安心を追及した飛行制御
● 障害物検知レーダー搭載により衝突のリスクを低減
● 自動散布を含めた複数の飛行機能で、より高効率に



価格 68万円（税別）
発売時期 2019年10月
積載量 5L
飛行時間 ５～10分
散布可能面積 0.6ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 1360×1360×550mm
重量 7kg
最大離陸重量 14kg
HP http://mac-factory.com/

問合せ Mail:ioki@mac-factory.com
TEL:0278-72-5828 
FAX:0278-72-5105

● 農薬散布専用超簡単アプリ自動飛行可能
● 業界初クイック式折り畳みアームにより小型化
● 簡単修理、完全モジュール化仕様の設計

M4EMAC-FACTORY(MAC-FACTORY)

農薬散布

価格(バッテリー充電器込） 198万円予定
発売時期 2020年３月
積載量 12L
飛行時間 10～25分
散布可能面積 1.5ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 1528×1323×605mm
重量（バッテリー含む） 16.6kg
最大離陸重量 28.6kg
HP http://mac-factory.com/

問合せ Mail:ioki@mac-factory.com
TEL:0278-72-5828 
FAX:0278-72-5105

G100（GPS＋RTKモデル)(MAC-FACTORY)

● 高性能農薬散布専用アプリ自動飛行可能
● FPVカメラ、夜間飛行ライト、障害物センサー他搭載
● インテリジェントバッテリー仕様、IMU,コンパスデュアル搭載

農薬散布

鳥獣被害対策



農薬散布

価格 220万円（税別）
発売時期 2018年
積載量 5L （散布時最大4L）
飛行時間 10分
散布可能面積 0.6ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 880×1010×450mm
重量 6.5kg（バッテリ-なし）
HP http://www.maruyama.

co.jp/index.html 
問合せ https://www.maruyam

a.co.jp/contact/index.h
tml

● 軽量コンパクトで安定飛行を実現、中山間部でも作業可能
● 各種センサーで位置や高さを保持、簡単に操作可能
● 無人ヘリでも実績のある同社の高圧ピストンポンプを採用

MMC940AC-1(丸山製作所)

農薬散布

価格 220万円（税別）
発売時期 2019年
積載量 9L/粒剤13L（オプション）
飛行時間 16分
散布可能面積 1.1ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 1337×1530×650mm
重量 11.9kg（バッテリーなし）
最大離陸重量 24.9kg
HP http://www.maruyama.

co.jp/index.html 
問合せ https://www.maruyama.co.

jp/contact/index.html

MMC1501 (丸山製作所)

● 1ha散布可能な9Lタンク搭載で、作業効率アップ
● 自動離着陸機能を採用し、散布作業の負担を軽減
● １キロ粒剤専用と豆つぶ剤専用の散布装置を準備



飛助MG(2019年モデル)(MAZEX)

農薬散布

価格 99万8千円(税別)
発売時期 2019年4月
積載量 10L
飛行時間 15分(散布時)
散布可能面積 1.25ha
サイズ(長さ×幅×高さ) 1185×1185×520mm
重量 10.7kg（バッテリーなし）
最大離陸重量 24.9kg
HP https://mazex.jp/
問合せ https://mazex.jp/contact.

html

● 4枚羽+独自散布機構の空中散布技術は特許取得済
● 散布品質は落下分散性能試験で認定証明
● 国内生産・散布性能・コストパフォーマンスを徹底追及

M1000(MAZEX)

運搬

● 農薬散布で培った経験を様々な現場に対応
● 32㎏のペイロードで余裕のある飛行を実現
● ２台の送信機で１台の機体を操縦、安全かつ正確な作業へ

価格 要問合せ
発売時期 2019年４月
推奨運搬量 ～15kg
飛行時間 30分（空荷時）
サイズ（長さ×幅×高さ） 980×980×572mm
重量 10.7kg（バッテリーなし）
最大離陸重量 32.0kg
HP https://mazex.jp/
問合せ https://mazex.jp/contact

.html



農薬散布

生育状況把握

価格 要問合せ
発売時期 2019年6月
積載量 8L
飛行時間 15~20分
散布可能面積 1ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 1820×1410×823mm
重量 18.0kg（バッテリー込み）
HP https://www.nileworks.

co.jp/
問合せ info@nileworks.co.jp

● 完全自動飛行（圃場を測量すると飛行経路を自動設定）
● 真っ直ぐな気流と低空飛行で薬剤が均一かつ株元まで散布
● 搭載カメラで稲の生育データを調査開始（開発中）

Nile-T19（量産モデル） (Nileworks) OPTiM Agri Drone(OPTiM)

農薬散布

食害虫検知

価格 要問合せ
発売時期 要問合せ
解析内容 可視光画像

マルチスペクトル画像
飛行時間 10～30分
診断可能面積 1~15ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 780×780×300mm~
重量 カスタマイズにより変化
HP https://www.optim.co.jp/

問合せ https://www.optim.co.jp/c
ontact/agriculture/robotics

● 独自設計により様々なカメラデバイスの搭載が可能
● 複数の画像解析方式、通信デバイスに対応
● ピンポイント農薬散布、自動走行を実現



OPTiM Hawk (OPTiM)

生育状況把握

● 航続1時間＆30kmを実現、広範囲をデジタルスキャン
● マルチスペクトラムカメラSequoia等により安定した空撮を実現
● 複数の通信デバイスの選択が可能

価格 要問合せ
発売時期(PRODRONE) 要問合せ
飛行時間 60分～
診断可能面積 100ha~
サイズ（長さ×幅×高さ） 1650×4200×300ｍｍ
重量 5.2㎏
HP https://www.optim.co.j

p/

問合せ https://www.optim.co.j
p/contact/agriculture/r
obotics

PD8X(PRODRONE)

生育状況把握

● RedEdge-M（農業用マルチスペクトラルカメラ）搭載
● センサー類や安全装置が標準装備でさらに使いやすく
● 折り畳むと50cmサイズと非常にコンパクトに

価格 要問合せ
発売時期 販売予定
飛行時間 25分
診断可能面積 搭載カメラによる
サイズ（長さ×幅×高さ） 1284×545×545mm
重量 7.0kg（バッテリーなし）
HP https://www.prodrone.c

om/jp/
問合せ info-jp@prodrone.com

食害虫検知

鳥獣被害対策



PD6B-Type II (PRODRONE)

● ペイロード最大30kgの大型ハイパワー6枚機・多用途機
● 持ち運びしやすい折りたたみ構造
● リーグル社VUX-1UAV/miniVUX-1UAVの搭載が可能

価格 要問合せ

発売時期 2019.4

飛行時間 30分

診断可能面積 搭載装置による

サイズ（長さ×幅×高さ） 1874×1874×570mm

重量 11.5kg（バッテリーなし）

HP https://www.prodrone.c
om/jp/

問合せ info-jp@prodrone.com

運搬

鳥獣被害対策

圃場の測量

価格 要問合せ
発売時期 2019年3月
積載量 10kg
飛行時間 20分(最大）
散布可能面積 1ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 1100×1250×680mm
重量 13.6kg（バッテリー込み）
最大離陸重量 24.0kg
HP http://www.saitotec.co

m/
問合せ 0556-48-8378

農薬散布

運搬

● 液体散布だけでなく、下部を組み替えることにより顆粒散布
や荷物運搬などに対応可能

● アーム部分が折りたためるので携帯性に優れる

KATANA6S1200F (SAiTOTEC)



価格 要問合せ
発売時期 2019年4月
積載量 40kg（推奨）
飛行時間 積載量による(40kgで8.5分)
散布可能面積 4ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 1870×1650×930mm
重量 55.0kg（バッテリー込み）
最大離陸重量 150.0kg
HP http://www.saitotec.com

/
問合せ 0556-48-8378

KATANA12D1750F (SAiTOTEC)

農薬散布

運搬

● 動力はバッテリーでありながら、ペイロード40kgを運搬する
怪力ドローン

● 農作物の運搬や松くい虫や稲などへの散布も可能

X-F1 (SkymatiX)

農薬散布

価格 要問合せ

発売時期 2017年

積載量 10L

飛行時間 13～25分

散布可能面積 1ha~

サイズ（長さ×幅×高さ） 1957×1957×660mm

重量 13.2kg（バッテリー含む）

HP http://skymatix.co.jp/

問合せ info@skymatix.co.jp

● ８個のローターによる安定した飛行性能
● 全天候仕様で雨天時でも飛行が可能



X-S1 (SkymatiX)

生育状況把握

圃場の測量

● 同社葉色解析サービス「いろは」との連携
● 全自動で圃場の全体と詳細を撮影可
● クラウド経由で常時葉色を診断可能

価格 要問合せ

発売時期 2017年

飛行時間 30分

サイズ（長さ×幅×高さ） 1180×1180×473mm

重量 4.6kg(バッテリー含む)

HP http://skymatix.co.jp/

問合せ info@skymatix.co.jp

農薬散布

価格 255万円～

発売時期 2018年10月

積載量 10L

飛行時間 10~14分

散布可能面積 1ha/10分

サイズ（長さ×幅×高さ） 1650×950×700mm

最大離陸重量 27.5㎏

HP http://www.tead.co.jp/

問合せ http://www.tead.co.jp/
contact/

自動飛行対応モデル
Mulsan DAX04 Type T(ＴＥＡＤ)

● 国内で初めて性能認定を受けたマルチローター
● 安定な散布、ダウンウォッシュの強化
● 噴霧量を送信機で調整可能



● 高度維持センサー、デュアルGPS搭載
● 取付け、取外し、充電が簡単なバッテリー
● フレキシブルノズルによる散布アーム折れ防止仕様

価格 オープン価格

発売時期 2019年4月1日

積載量 8L

飛行時間 8～14分

散布可能面積 1ha/10分

サイズ（長さ×幅×高さ） 1152×1152×630mm

重量 24.7kg

HP http://www.tead.co.jp/
問合せ http://www.tead.co.jp/

contact/

農薬散布

自動飛行対応モデル
TA408(ＴＥＡＤ) TSV-AH1(東光鉄工)

農薬散布

価格 要問合せ
発売時期 2017年1月
積載量 4L /粒剤3kg
飛行時間 6分
散布可能面積 0.5ha
サイズ（長さ×幅×高さ） 1074×940×550mm
重量 10.0kg(バッテリーなし)
最大離陸重量 20.0kg
HP https://tokouav.jp
問合せ uav@toko-akita.co.jp

● 散布装置はワンタッチで脱着可能
● 小型で中山間部の狭い散布に便利
● アームが折り畳め、持ち運びも楽

受粉

肥料散布



TSV-AH2 (東光鉄工)

農薬散布

● 折りたたみ式のプロペラを採用
● Li-Proバッテリーを下部に配置、安定飛行を実現
● 自動航行化のパーツを搭載し機器を拡張可
価格 要問合せ
発売時期 2018年3月
積載量 10L /粒剤9kg

飛行時間 12.5分
診断可能面積 1.25ha

サイズ（長さ×幅×高さ） 1450×1200×668mm

重量 12.0kg（バッテリーなし）
最大離陸重量 24.2kg

HP https://tokouav.jp

問合せ uav@toko-akita.co.jp

受粉

● 高性能で驚きの低価格を実現
● 飛び地や1枚が4反(a)以下のほ場が多い農家さんにおススメ
● 軽トラにも軽々乗せれる、コンパクト設計

価格 65万円(税別)

発売時期 2017年3月

積載量 5L

飛行時間 6分

散布可能面積 0.5ha

サイズ（長さ×幅×高さ） 1404×1215×500mm

重量 6.2kg(バッテリー込み)

HP https://tdplus.jp/

問合せ info@tdplus.jp

農薬散布

ヘリオスアグリ5(東京ドローンプラス)

肥料散布



ヘリオスアグリ10 (東京ドローンプラス)

農薬散布

価格 92万円(税別)

発売時期 2017年3月

積載量 10L

飛行時間 8分

散布可能面積 1ha

サイズ（長さ×幅×高さ） 2250×2198×548mm

重量 10.3kg(バッテリー込み)

HP https://tdplus.jp/

問合せ info@tdplus.jp

● 低コストでありながら高機能性なドローン
● 剛性の強いフレームと大きなプロペラ、モーターで安全
● 飛行に必要な全てがセットで購入可能

価格 要問合せ（一式）

発売時期 2019年

積載量 10L

飛行時間 10～15分

散布可能面積 12ha/h

サイズ（長さ×幅×高さ） 1852×1828×403mm

重量 18.0kg（バッテリー込み）

問合せ inquiry-
jp@xaircraft.com

農薬散布

● 完全自動飛行、完全自動散布
● 防水/防塵(IP67)
● バッテリー、ケミカルタンクはワンタッチで交換可能

P20 (XAIRCRAFT JAPAN)

mailto:inquiry-jp@xaircraft.com


価格 要問合せ（一式）

発売時期 2019年

積載量 16L

飛行時間 10～15分

散布可能面積 13.4ha/h

サイズ（長さ×幅×高さ） 2018×2013×390mm

重量 22.0kg（バッテリー込み）

問合せ inquiry-
jp@xaircraft.com

P30 (XAIRCRAFT JAPAN)

農薬散布

● 完全自動飛行、完全自動散布
● 防水/防塵(IP67)
● バッテリー、ケミカルタンクはワンタッチで交換可能

農薬散布

● ノズル上部は二重反転ローターで、力強いダウンウォッシュ
● フライトモードは３種類、スキルに合わせた操縦が可能
● 自動ターンアシストモードで、農薬散布ムラを解消

YMR-08 (ヤマハ発動機)

価格 255万5千円（税別）
発売時期 2019年 3月
積載量 8ℓ
飛行時間 15分
散布可能面積 1ha/8ℓ
サイズ（長さ×幅×高さ） 1923×2181×669mm
最大離陸重量 24.9kg
HP https://www.yamaha-

motor.co.jp/ums/
問合せ https://www.yamaha-

motor.co.jp/support/

mailto:inquiry-jp@xaircraft.com


農薬散布

価格 15万円（税別）
発売時期 2019年 3月
最大タンク容量 10ℓ
ノズル数 / ポンプ形式 ２ / ギア
吐出量（速度連動） 0.5~1.1ℓ/分
サイズ（長さ×幅×高さ）
※ スキッド形状変化

1216×573~673×383
~500mm

重量 10.6kg
HP https://www.yamaha-

motor.co.jp/ums/
問合せ https://www.yamaha-

motor.co.jp/support/

● 着陸時の衝撃を吸収するスキッドを採用
● 二重反転のため、前後進での散布幅に差異無し

SP1-10（散布装置） (ヤマハ発動機)



参考資料（サービスカタログ）
利用分野

農薬散布 肥料散布 播種 受粉 農産物等
運搬

ほ場
センシング

鳥獣被害
対策 その他

企業名

OPTiM ● ●
サイバネテック ●
Sky Seeker ●
SkymatiX ● 作付調査

ズコーシャ 土壌肥沃度把握

Drone Japan ●
ヤンマーアグリジャパン ● ●



Agri Field Manager (OPTiM)

農薬散布

DRONE CONNECT (OPTiM)

生育状況把握

登録
作業依頼 マッチング 防除作業

の実施
ドローンでほ場を撮
影・画像をクラウド
にアップロード

クラウド上で
一括管理・画像分
析・病害虫判定

解析結果を元に、
適切な生育管理

を実施

サービス
内容

農業者とドローンパイロットをマッチングするサービス。
農薬散布やセンシング等の作業依頼が可能

特徴
 各種ドローンパイロット育成企業と提携してお
り、プロパイロットを数多く有している

 散布したい時にプロパイロットをすぐマッチング！

価格 200円/a（1ha～）
(サービス利用料は時期により変動。上記は令和元年9月時点)

HP https://www.optim.co.jp/

問合せ https://www.optim.co.jp/contact/agric
ulture/robotics

【対象営農類型】

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

サービス
内容

ドローンで撮影した画像やセンサーデータを活用し、
作物の効果的な生育管理を可能にするほ場管
理サービス

特徴
 画像から病害虫の被害や植生を分析、管理
 センシングデータから環境データを見える化

価格 要問合せ

HP https://www.optim.co.jp/

問合せ https://www.optim.co.jp/contact/agric
ulture/robotics

【対象営農類型】

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

ほ場管理サービス ドローン農薬散布防除サービス



農作物の生育状況把握(サイバネテック)

生育状況
把握

【対象営農類型】

水
稲

畑
作

露
地
野
菜

施
設
野
菜

果
樹 茶

サービ
ス内容

マルチスペクトルカメラを搭載したドローンでほ
場を撮影し、NDVIマップを含む各種解析
データを提供

特徴
 ドローン、マルチスペクトルカメラ、自動飛
行アプリ、解析ソフト等の全てを販売可能

 リクエストに応じて、上記機器・解析ソフト
の現地トレーニングも実施

価格 要問合せ

HP http://www.cybernetech.co.jp/

問合せ http://www.cybernetech.co.jp/form
3.html

ドローンによる
センシング

画像解析デー
タの作成・提供

解析結果を元
に、適切な生
育管理を実施

マルチスペクトラルセン
サー

鳥獣被害
対策

【対象営農類型】

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

サービス
内容

ドローンに搭載された高精細カメラ等を利用し、個
体数や生息域を正確に把握

特徴
 実際の撮影データから画像解析システムによ
るマッピングデータの落とし込みまでを提供

 従来の人的な作業では困難であった危険箇
所や夜間の調査が可能

価格 要問合せ

H P http://skyseeker.jp/

問合せ http://skyseeker.jp/contact/

夜間飛行による
撮影

画像解析を利用
したレポートの提供

解析結果を元に、
地域で対策を検

討

ドローンを活用した鳥獣被害対策調査(Sky Seeker)



葉色解析クラウドサービス 「いろは」 (SkymatiX)

作付調査

いろはMapper (SkymatiX)

生育状況把握
【対象営農類型】
水稲 畑作 露地

野菜
施設
野菜 果樹 茶

サービス
内容

ドローンで取得した画像をクラウド上に保存、時系
列で管理し、画像の解析を実施。

特徴

 農地の雑草マップや生育診断マップ、葉物野
菜の収量予測に加え、ほ場の高低差を測定
するDSMやオルソ画像の生成も可能

 市販のドローンで撮影した画像で利用可能
 作物や生育ステージに応じた多様な解析メ
ニューを提供

価格
従量課金プラン 12,000円/年
年間定額プラン 180,000円/年
オプションとして機体のレンタルや撮影の代行、またドローンによる撮影オペレー
ションやいろはの利用方法の講習といったサービスも提供。

HP https://skymatix.co.jp/

問合せ info@skymatix.co.jp

【対象営農類型】
水稲 畑作 露地

野菜
施設
野菜 果樹 茶

ドローンでほ場を撮
影・画像をクラウド
にアップロード

解析・結果を
クラウド上に表示

解析結果を元に、適
切な生育管理を実施

ドローンで農地を撮影
画像をクラウドにアップ

ロード

農地GISとリンクする
形で地図上に画像を

マッピング

クラウド上の農地画
像から作付状況を確

認

サービス
内容

ドローンを活用した作付調査を効率化するための
ソリューション

特徴

 撮影した農地画像をクラウド上にマッピングし、
クラウド上で作付けを確認

 自治体が管理する農地GISとの連携も可能
 オペレーターを派遣し、マルチローターや固定
翼ドローンにより効率的に撮影を実施

価格 応相談（対象面積や撮影環境等により変動）

HP https://skymatix.co.jp/

問合せ info@skymatix.co.jp



ドローンを活用した可変施肥マップ(ズコーシャ)

土壌肥沃度
把握

【対象営農類型】

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

サービス
内容

畑地土壌をセンシングして、ほ場内の窒素肥
沃度を把握し、窒素可変施肥マップを作成・
提供

特徴

 一度窒素肥沃度を把握すると、その情報
は数年に渡り、施肥に活用することが可能

 窒素可変施肥マップと連動可能な施肥機
を使用すれば、自動で適切に施肥すること
が可能

価格 2,000円 / 10a（面積要件有り）

H P http://www.zukosha.co.jp/

問合せ zksinfo@zukosha.co.jp

ドローンによる
センシング

画像解析による、
可変施肥マップの

作成

自動可変施肥
機と連動した施

肥

ドローンによる
センシング

クラウド上に
保存・管理
・画像解析

レポート
の提供

解析結果を元
に、適切な生育
管理を実施

DJアグリサービス(Drone Japan)

生育状況
把握

【対象営農類型】

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

サービス
内容

ドローンでセンシングし、圃場管理情報、営農指
導支援情報、収穫判断支援等の各種データ提
供

特徴
 ユーザーの課題や目標に対して、最適なセン
シング手法と計画を立案

 農地間のむらや生育状況の変化を図示しな
がら、時系列比較、圃場比較が可能

価格 ￥20,000～／年（詳細 要問合せ）

H P ・
問合せ https://www.drone-j.com/



リモートセンシング(ヤンマーアグリジャパン) マップ連動可変施肥(ヤンマーアグリジャパン)

生育状況把握

生育マップ情報
の取り込み

施肥量マップの
作成・提供

防除作業の
実施

ドローンによる
ほ場の撮影

画像分析
生育マップ
の作成

結果をwebに
表示

（撮影から５日後）

解析結果を元
に、適切な生
育管理を実施

サービス
内容

ドローンによるリモートセンシングで測定・分析した
データをもとに、圃場内の稲の生育状況に応じて
肥料の量を自動で調整し、無人ヘリで散布。

特徴

 可変施肥で適正な量の肥料を散布すること
で圃場内の窒素吸収量を均一化

 生育ムラを減少・肥料コストを低減

価格 25,000円（税別）/ha（5ha～）

HP https://www.yanmar.com/jp/

問合せ 06‐6376‐6032

【対象営農類型】

サー
ビス
内
容

幼穂形成期に特殊カメラを搭載したドローンで上
空から圃場を撮影・解析し、「葉の色」と「葉の茂
り」から生育状況を診断するサービス。

特
徴

 生育マップの色分布で生育状態が一目瞭然
 リモートセンシング後の対策に役立つ「改善処
方ナビゲーションマップ」を提供

価
格 15,000円（税別）/ha（10ha～）

HP https://www.yanmar.com/jp/
問
合せ 06‐6376‐6032

【対象営農類型】

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

ファームアイによる ヤンマーヘリ＆アグリによる

肥料散布

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶
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